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Group Lease PCLに関する現地報道（３） 

 

当社グループの持分法適用関連会社である Group Lease PCL（以下 GL）は2025年４月１日にタ

イ証券取引所の決定により同社株式が上場廃止となることとなりましたが本件に関して現地での報

道がされていますのでご紹介いたします。 

 

THE NATION Thailand 

グループ・リースは上場廃止後も自信に満ちた道筋を示す 

https://www.nationthailand.com/pr-news/business/trading-investment/40048477 

 

以下にご参考までに日本語訳を記載いたします。 

 

グループ・リースは上場廃止後も自信に満ちた道筋を示す 

 

戦略的転換期を迎える中、東南アジアの消費者金融・リース業界における名門企業が、同社の将

来を信じる人々の手中でしっかりと続いていくという明確なシグナルを発信した。 

 

グループ・リースの中核事業はそのまま維持され、株式を長期保有し続けている与党株主グルー

プが大株主として50％以上保有していることから、その独立性、戦略的方向性、長期的な価値創造

へのコミットメントを再確認するものとなった。 

 

この声明は、タイ証券取引所（SET）による上場廃止の決定を受けた上で出されたものだ。同社

の証券は、キャッシュ・バランス口座での取引のスキームで、2025年４月11日から23日まで取引可

能である。 

 

多くの企業にとって、上場廃止を前にしたこの一時的な取引期間は、不安定さを意味するものか

もしれない。もちろん、それは困難な状況であると言えるだろう。 

 

一方でこの瞬間は、同社にとって、事業が健全に運営され、構造的に安定しており、株主基盤に

しっかりと支えられているという大切なメッセージを公の場で発信できる機会でもあり、敗北とは

ほど遠いとも言える。 

 

実際のところ、株主の70％以上が、同社のリーダーシップと戦略的方向性に引き続き信頼を示し
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ている。その中でも、50％以上の株式を保有する長期保有与党株主グループの結束力は、安定した

力となっている。 

 

こうした株主の姿勢は、長期的な成長への明確なコミットメントを示す人々により引き続き会社

の将来が導かれていることを示している。 

 

ここまでの道のりも容易ではなかった。株主も経営陣も従業員も同様に、不確実性、評判への挑

戦、法的複雑性を乗り越えてきた。沈痛な雰囲気ではあるが、敗北感はない。 

 

会社が困難な局面を乗り越えているという認識は共有されており、それは会社の基盤を試すもの

であると同時に、会社の粘り強さ示すものでもあった。そして、この困難の中でこそ、より深い一

体感が生まれている。 

 

現在のグループ・リースは、美辞麗句ではなく実行により、再び立ち上がる意志を持っている。 

 

グループ・リースの現在の課題は、未解決の法的問題と従来からの監査の課題により、財務諸表

提出が遅れるという手続き上のコンプライアンス違反に主に起因する。 

 

しかし、これらの問題は日常業務に支障をきたすものではなく、グループ・リースはアジア各国

のネットワークを通じて顧客やパートナーへのサービスを提供し続けている。 

 

これを受けて、グループ・リースは、透明性の回復やガバナンスの強化、業務効率向上に重点を

置いた、入念な改革プランを始動させた。 

 

これらの取り組みは、コンプライアンス上の義務を果たすだけでなく、長期的な業績のために社

内の力を再構築することを目的としており、すでに実行に移されている。 

 

取締役会と経営陣は、これらの株主の支持を得て、決意をもって前進している。取り組みには数

年かかるかもしれないが、同社は必要な体制と業界でのポジション、投資家の支持を得ている。 

 

上場廃止を後退と見る向きもあるが、再調整の瞬間と認識する向きもある。グループ・リースの

場合、短期的な市場センチメントの監視から逃れ、変化を実現するために必要な息抜きの場を提供

する可能性がある。 

 

このような瞬間は、明確な目的に直面したとき、しばしば、組織をより規律正しく、よりよく統

治し、戦略的に刷新することを可能にする。 

 

株式の一時的な取引再開の開始に臨んで、事業を継続し続け、規制面での地位を取り戻し、持続

可能な体制を築き上げることに、会社として集中しています。グループ・リースは引き続き事業運

営を行い、株主と協力し、前進に全力を尽くします。 

 

これは会社の旅の終わりではありません。一つの転機であり、再始動し、説明責任を果たしつ

つ、成長していくための長い道のりの始まりなのです。 

以上 


